
11
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、

専
用
列
車
「
ジ
パ
ン
グ
」
号
（
４

両
編
成
）
を
利
用
し
た
「
な
み
え

町
民
号
」
は
、
志
戸
平
温
泉
（
岩

手
県
）
と
世
界
遺
産
平
泉
（
同
）

を
訪
れ
ま
し
た
。

町
民
号
は
、
昭
和
46
年
の
第
１

回
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
26
回
目
の

実
施
。
前
回
の
平
成
17
年
か
ら

は
、
実
に
13
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

り
、
参
加
し
た
町
民
77
人
は
、
秋

深
ま
り
ゆ
く
「
み
ち
の
く
」
を
堪

能
し
ま
し
た
。

８
日
朝
、
Ｊ
Ｒ
浪
江
駅
に
集
合

し
た
参
加
者
は
、
８
時
20
分
に
改

札
口
で
行
わ
れ
た
出
発
式
後
、
８

時
45
分
に
町
長
や
駅
員
に
見
送
ら

れ
、
浪
江
駅
を
専
用
列
車
で
出

発
。
途
中
、
原
ノ
町
駅
、
相
馬
駅
、

名
取
駅
、
仙
台
駅
か
ら
も
参
加
す

る
町
民
が
順
次
乗
車
し
、
列
車
で

の
花
巻
駅
ま
で
の
旅
を
、
車
窓
か

ら
見
え
る
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
な

が
ら
、
ま
た
、
被
災
後
初
め
て
お

会
い
で
き
た
方
と
親
睦
を
深
め
な

が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

花
巻
駅
到
着
後
、
町
民
号
一
行

は
花
巻
名
産
の
漬
物
「
金
婚
漬
」

の
製
造
工
場
に
立
ち
寄
り
、
製
造

工
程
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
施

設
を
見
学
し
た
後
、
産
品
を
手
に

取
り
な
が
ら
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
友
人
な
ど
へ
の
お
土
産
を
選
ん

で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宿
泊
先
の
志
戸
平
温

泉
に
到
着
。
夜
に
開
か
れ
た
交
流

会
で
は
、
花
巻
の
伝
統
で
あ
る

「
鹿
踊
」
が
披
露
さ
れ
、
参
加
し

た
町
民
に
よ
る
余
興
も
あ
い
ま
っ

て
、
町
民
同
士
の
親
睦
が
よ
り
深

ま
り
ま
し
た
。

翌
９
日
は
、
い
よ
い
よ
世
界
遺

産
・
平
泉
。
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
中
尊
寺
金
色
堂
に

向
か
う
参
道
は
、
木
々
の
葉
が
雨

に
ぬ
れ
、
し
っ
と
り
と
艶
や
か
な

赤
色
や
黄
色
に
染
ま
り
、
金
色
堂

の
ま
ば
ゆ
さ
に
劣
ら
な
い
光
景
を

織
り
成
し
て
い
ま
し
た
。

な
み
え
町
民
号
は
、
16
時
42
分

に
浪
江
駅
に
到
着
。
町
長
の
出
迎

え
を
受
け
、解
散
式
の
後
、参
加
し

た
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
旅
の
思
い

出
を
胸
に
、
家
路
に
就
き
ま
し
た
。

〜
世
界
遺
産 

平
泉
の
旅
を
満
喫
〜
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